
1 

幼保小連携推会議 
☆チーム園・校で取り組む☆ ～広島市立基町小学校の１年生の先生にお聞きしました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の架け橋だよりでは、小学校生活を主体的に過ごす入学直後の１年生児童の様子や、そのために小学校教諭

が「何を大切にして指導しているのか」といったことについてお伝えします。また、今年度は、広島市立基町小学校に協力してい

ただき、入学直後から１年生の生活や学習の様子をシリーズでお伝えしておりますので、架け橋期の取組の参考にしていただ

ければ幸いです。 
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▮幼保小連携会議（第 1回） 

４月 20日に開催された基町小学校区の幼保小連携会議の様子をお届けします。 

当日は、アットホームな雰囲気の中で、以下の議題に沿って話合いが進められました。 

＜主な議題＞ 

１自己紹介 

２各園・校の概要 

３カリキュラムについて 

４園児・児童の様子 

５その他 

＜出席者＞ 

▯小学校 

校長、１年生の担任 

▯幼稚園 

園長、主任、年長の担任 

▯保育園 

園長、年長の担任 

 

令和８年度 第３号 

 広島市乳幼児教育保育支援センター  

架け橋だより 
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２０２６年 ５月７日木曜日 第３号 

▮会議内で交わされている協議の一部をご紹介 

 

H 園長＝保育園長、H担任＝保育園の年長の担任、Y 園長＝幼稚園長、Y主任＝幼稚園の主任、 

Y 担任＝幼稚園の年長の担任、校長＝校長先生、①担任＝1年生の担任 

 

令和８年度 第３号  

▯保育園では、海賊やリレーが流
行って遊んでいるそうです。そんな
話がきっかけとなり、自然と可能な
取組が見つかり、広がりました。 

H 園長 今、保育園では、こどもた
ちの中でリレーが流行っているの
ですが、保育園の園庭は狭いので、
「小学校の校庭は広くていいなぁ」
と思います。 

校長 小学校では、校庭を使って
いない時間もあるので、そういった
ときは、どんどん使ってもらってい
いですよ。 

H 園長 え！？使ってない時間な
ら、行ってもいいんですか。 

校長 事前に電話してくだされば
大丈夫ですよ。 

①担任 1 年生が体育の授業をし
ていても、例えば、鉄棒の学習など
は、校庭で使わない場所がたくさん
あるので、使ってもらってもいいス
ペースを園の先生にお伝えするこ
ともできますよ。 

H担任 ありがとうございます。幼
稚園とも一緒にリレーができると
いいですね。 

①担任 そうですね。しかも、幼稚
園の所へ保育園が行くのであれば、
幼稚園の園庭は広いので、そこでも
できますよね。 

Y 主任・Y担任 そうですね。来て
いただいても大丈夫ですよ。 

▯カリキュラムについての議題に入
ると、すぐに話題が膨らみ、日程調
整がぐんぐん進みました。 

校長 それでは、７月・８月ごろま
での日程を確認していきましょう。
ゲストタイム（いろいろな立場の先
生が、ゲストティーチャーとして１
年生の教室で話をする取組）は、い
つにしましょうか。 

①担任 園の先生方がよければ、
明日からでも・・・。 

校長 少しの時間、顔を出してい
ただくだけでも、児童の安心や意欲
につながりそうですね。 

Y 園長  行きます！ 行きます！ 
幼稚園は明日からでも行けます！ 

 

 

 

H 園長 保育園からは、４月 24日
（金）に行きます。 

①担任 はい。保育園は、24日に
お願いします。 

Y 園長 で、明日は行ってもいいの
でしょうか！？ 

あははは。（みなさんが楽しそうな
雰囲気で笑う） 

①担任 あ、先ほど「明日からで
も」と言いましたが、やはり児童に
は、いつゲストティーチャーが来る
のかを事前に伝えたいと思いまし
て・・・。 

Y 園長 そうですよね。では、22
日はどう？（主任・担任と顔を合わ
せて確認） 
23 日でお願いします。 

①担任 はい、大丈夫です。ありが
とうございます。 

▯昨年までの連携を踏まえ、地域
ならではの特色に応じた取組が、
今年の入学時に安心を生みまし
た。 

H 園長 以前、「入学時に、こども
が自分の名前がひらがなで書かれ
た靴箱やロッカーを見つけられな
かった」という話を、小学校の先生
からお聞きして、あることに気付き
ました。 
園では、外国にルーツをもつ保護

者の方に対して、文字で示すものは
カタカナを使用しているので、こど
もがひらがなを目にする機会が少
なかったのではないかと思いまし
た。そこで園では、こどもの名前を
ひらがな表記にしてみました。今年
の様子はどうですか。 

①担任 そうだったのですね。今
年は、新１年生の児童がひらがなで
書かれた自分の名前が分からずに
困る場面は、ほぼありませんでし
た。ありがとうございます。 
また、昨年は、教科書に英語やネ

パール語で保護者の方が名前を記
載されていたことがあり、学校生活
が始まってから、児童同士で誰のも
のか分からず困ることも多かった
のですが、今年は、皆さんがひらが
なで書いてくださっていて、児童も
認識しやすく、安心だと思います。 
園で、そういった配慮をしてくださ
っていたからかもしれません。あり
がとうございます。 

【前向きに話をする様子】 

【園児の様子を話す保育園の先生の様子】 

【取組について話す様子】 
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▮幼保小連携会議後、１年生の先生にインタビュー 
先生＝１年生の担任、センター＝センターの職員 

 

令和８年度 第３号  

▯今年度から、小学校区へ新しく
来られた先生が、新たな視点を提
案し、それを受け入れ、実践してみ
ようとすることのできる小学校区の
風土 

センター  会議お疲れさまでし
た。とても和やかな雰囲気で、前向
きな意見が活発に出る会議でした
ね。 

先生 前向きに考えてくださる先
生方なので、本当にありがたいで
す。そして、幼稚園の園長先生も気
さくな方なので、今年度の連携も楽
しく進められそうです。 

センター 幼稚園の園長先生は、
「私は、おとなしくしなくっちゃ。」
とおっしゃっておられましたが、あ
っという間にチーム基町学区の一
員となり、たくさんの考えを出して
くださっていましたね。 

先生 とてもよいアイデアを出し
てくださったので、なぜ今まで気付
かなかったのだろうと、とても勉強
になりました。 

センター 給食時間の提案のこと
ですね。面白いと思いました。 

先生 はい、そうです。幼稚園では
園児が弁当を持参し、保育園では給
食が提供されます。幼稚園の園長先
生が、「園児が給食の様子を感じら
れるように、小学校の給食時間に年
長児が小学校の教室へ弁当を持参
し、給食の時間を一緒に過ごせませ
んか」と提案してくださったのは、
そのためですね。とても素敵な視点
なので、ぜひ交流に取り入れてみた
いと思いました。 

 

センター 本当に素敵な提案だと
思いましたし、そういったアイデア
を出し合える雰囲気が、幼保小連携
会議にあるからよいですよね。 

▯計画に基づきながらも、柔軟に
取り組めるというベースがあること
で、計画や取組がブラッシュアップで
きる。 

先生 基町小学校区の幼保小の先
生方が、連携について前向きである
ことはもちろんですが、本校の校長
が、幼保小連携をはじめ、校内の
様々な取組を柔軟に見てくださっ
ていることも、先生方が前向きにな
れる大きな要因だと思います。 

センター 確かに、それはあるか
もしれませんね。先ほどの会議の中
でも、校長先生が「計画の中にある
こともそうですが、ないことであっ
ても、できそうなことは連携しなが
ら柔軟にやってみましょう」と、園
の先生方におっしゃっていました
ね。 

先生 そうなんですよ。そういっ
たことができる関係であれば、私た
ち大人も安心できますし、幼保小連
携がどんどん充実していくという
か、園の先生を含め、大人が前向き
に取組を進めていこうと思えるよ
うになるのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

センター 大事なことですね。と
ころで、幼保小接続カリキュラムに
ついてお聞きしてもいいですか。 

先生 ふふふ。（笑） 

センター どうされましたか。 

先生 いえいえ、ごめんなさい。接
続カリキュラムやスタートカリキ
ュラムといった名称があるので、何
だか特別なことをしなくてはいけ
ないと思ってしまいそうですが、ま
ず大事なことは、大人がその時々の
園児や児童のことをよく理解しよ
うとすることだと思います。 
カリキュラムがあって活動する

のではなく、園児や児童の個性や特
性、育ちに応じてカリキュラムを考
え、取組を進めていくことが大切な
のだと思います。 

センター なるほど。こどもの様
子に応じてカリキュラムを作成し、
取組を行うことを反復することで、
幼保小接続も充実する、というイメ
ージですか。 

先生 そうですね。計画だけでも、
取組だけでもなく、試行錯誤しなが
ら、その両方を柔軟に園児や児童に
合ったものにしていくことしかな
いと思っています。 

センター 幼保小接続も、大人が
こどもを中心に据えて考えること
で、カリキュラムや取組が自然にブ
ラッシュアップされていく、という
感じなんですね。 

先生 そのとおりだと思います。
これからも、そういったことを大切
にしながら、児童や園児が小学校に
楽しく登校してくれるように、ま
た、入学を楽しみにしてくれるよう
に、幼保小連携を進めていきたいと
思います。 

センター 今日も、会議の様子を
見せていただいたり、お話を聞かせ
ていただいたりして、ありがとうご
ざいました。今度、園の先生方がゲ
ストティーチャーとして小学校に
来られたときの様子なども、教えて
いただければと思います。 

先生 はい、いつでも大丈夫です
よ。こちらこそ、ありがとうござい
ました。 

▯次回は、ゲストティーチャーを招
いた時の様子などについて、お伝え
できればと思います。 

【提案し合う様子】 

【幼保小で柔軟に連携することを 
呼びかけている様子】 


